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平
塚
自
民
ク
ラ
ブ

総括
質問
主な質問と答弁

6
月
定
例
会

臼
井
　
照
人 
議
員

被
災
地
へ
絆
の
実
践
を

問
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年

が
経
過
し
た
。
こ
れ
ま
で
本
市

が
行
っ
た
支
援
活
動
と
こ
れ
か

ら
の
支
援
予
定
を
伺
う
。

市
長
　
災
害
時
の
相
互
応
援
協

定
を
締
結
し
て
い
る
宮
城
県
石

巻
市
に
、
生
活
物
資
や
見
舞
金

を
送
っ
た
。人
的
支
援
と
し
て
、

緊
急
消
防
援
助
隊
の
消
防
隊
・

救
急
隊
を
宮
城
県
・
福
島
県
に

派
遣
し
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
を
岩
手
県
に
派
遣
し
た
。
今

後
は
被
災
地
か
ら
の
要
請
に
基

づ
き
支
援
を
行
う
。

問
　
被
災
地
の
求
め
る
支
援
は

そ
の
時
々
で
変
わ
る
。
市
長
は

復
興
の
進
ま
な
い
現
場
を
目
に

し
て
が
れ
き
処
理
の
必
要
性
を

感
じ
た
と
思
う
。
平
塚
市
の
焼

却
場
に
燃
や
す
こ
と
の
で
き
る

余
地
は
あ
る
。
が
れ
き
を
受
け

入
れ
る
こ
と
こ
そ
が
「
絆
」
の

実
践
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
が
れ
き
を
拒
む
気
持
ち

は
な
い
が
、
本
市
の
焼
却
場
は

古
く
、
処
理
が
可
能
か
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
で
き
れ
ば
少
し

で
も
受
け
入
れ
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
困
難
で
は
あ
る
が

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
今
回
の
大
震
災
が
私
た
ち

に
何
を
伝
え
た
の
か
、
私
は
被

災
地
で
じ
っ
く
り
考
え
た
。
そ

出
縄
　
喜
文 

議
員

平
塚
市
の
自
転
車
の

安
心
・
安
全
対
策

問
　
自
転
車
の
安
全
な
通
行
の

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長
　
自
動
車
や
自
転

車
、
歩
行
者
を
柵
や
植
樹
帯
な

ど
で
分
離
す
る
「
自
転
車
道
」

の
整
備
、
車
道
の
端
に
カ
ラ
ー

舗
装
な
ど
を
施
し
、
視
覚
的
な

分
離
を
す
る
「
自
転
車
専
用
通

行
帯
」
の
整
備
、
路
面
へ
の
標

示
に
よ
る
「
自
転
車
の
通
行
場

所
を
指
定
し
た
歩
道
」
の
整
備

な
ど
を
考
え
て
い
る
。

下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

問
　
本
市
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
の
目
的
と
位
置
づ
け
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
国
や
県
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

を
指
針
と
し
て
本
市
独
自
の
視

点
か
ら
評
価
や
施
策
の
検
討
を

行
い
、
下
水
道
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
や
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
し
、
下
水
道
事

業
が
今
後
10
年
間
に
目
指
す
べ

き
方
向
と
事
業
の
在
り
方
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

土
木
部
長
　
強
い
降
雨
の
際
に

下
水
道
な
ど
か
ら
水
が
あ
ふ

れ
、
浸
水
が
発
生
す
る
地
域
を

予
測
し
た
地
図
で
、
浸
水
被
害

の
軽
減
を
図
る
た
め
の
有
効
な

手
段
と
し
て
策
定
し
、
今
年
度

中
に
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
時

間
雨
量
51
㍉
の
降
雨
時
に
お
け

る
浸
水
状
況
を
示
す
と
と
も

に
、
指
定
避
難
場
所
や
、
避
難

経
路
上
の
危
険
な
箇
所
等
を
表

示
し
て
い
く
。

七
夕
ま
つ
り
の

位

置

づ

け

問
　
七
夕
ま
つ
り
は
本
市
の
観

光
事
業
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

れ
は
忘
れ
か
け
た
日
本
人
と
し

て
の
考
え
方
、
心
や
徳
や
絆
、

助
け
合
い
な
ど
を
思
い
出
し
、

実
践
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
理
解
し
た
。
被
災
地
に

立
て
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
感

じ
取
れ
る
は
ず
だ
。
本
市
職
員

も
被
災
地
に
赴
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
ば
、

業
務
を
実
践
す
る
中
で
必
ず
生

か
さ
れ
て
く
る
と
信
じ
て
い

る
。
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
職
員
に
は
日
本
人
の
本

来
の
考
え
方
や
、
何
が
必
要
か

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し

い
。
私
自
身
も
防
災
対
策
を
進

め
る
う
え
で
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

問
わ
れ
る
時
代
だ
と
感
じ
た
。

日
産
跡
地
の
利
用
は

問
　
今
年
２
月
に
生
産
を
終
了

し
た
日
産
車
体
㈱
湘
南
工
場
第

1
地
区
の
跡
地
利
用
に
関
し
、

第
2
次
一
括
法
に
よ
り
都
市
計

画
決
定
権
限
の
一
部
が
移
譲
さ

れ
た
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
権
限

移
譲
に
よ
り
、
都
市
計
画
に
本

市
の
特
性
を
生
か
し
た
独
自
の

考
え
方
を
反
映
で
き
る
。
き
め

細
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
対
応
で

き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
対
応

し
つ
つ
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い

く
。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、

現
在
は
土
地
の
活
用
に
よ
っ
て

生
じ
る
課
題
へ
の
対
応
や
詳
細

な
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
協

議
・
調
整
を
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
日
産
車
体
か
ら
用
途
地
域

を
変
更
す
る
都
市
計
画
提
案
が

提
出
さ
れ
、
開
発
事
業
手
続
き

を
経
て
建
築
工
事
な
ど
が
着
手

さ
れ
る
。
早
期
の
土
地
利
用
を

実
現
さ
せ
た
い
。

問
　
だ
れ
の
た
め
に
用
途
地
域

を
変
更
す
る
の
か
。
土
地
の
所

有
者
な
の
か
、
開
発
事
業
者
な

の
か
。
市
民
の
た
め
に
ど
う
あ

る
べ
き
か
考
え
な
が
ら
進
め
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
見
附
台
周
辺

地
区
や
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
商
業

施
設
が
で
き
る
予
定
だ
が
、
共

存
は
で
き
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
日
産

車
体
か
ら
の
提
案
は
本
市
の
都

市
構
造
に
か
か
る
大
き
な
提
案

で
あ
り
、
経
済
効
果
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討

し
、
将
来
に
わ
た
る
活
性
化
に

つ
な
が
る
土
地
利
用
に
な
る
よ

う
、
都
市
計
画
の
観
点
も
含
め

て
積
極
的
に
協
議
に
臨
む
。

経
済
部
長
　
出
店
が
想
定
さ
れ

る
「
ら
ら
ぽ
ー
と
」
と
各
施
設

の
す
み
分
け
は
可
能
だ
と
考
え

て
い
る
。

あ
る
が
、
今
回
な
ぜ
３
日
間
で

行
う
の
か
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
縮
小
さ
れ
、
元
気
の
な
い
七

夕
ま
つ
り
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

七
夕
ま
つ
り
を
発
展
さ
せ
る
の

な
ら
、
大
き
く
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。「
本
市
の
最
も
重
要

な
観
光
事
業
で
あ
る
」
と
い
う

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
言
っ
て
い

る
こ
と
と
行
っ
て
い
る
こ
と
が

逆
で
あ
る
。
ほ
か
の
観
光
事
業

も
含
め
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が

な
い
か
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

な
る
。
市
長
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

市
長
　
縮
小
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、「
継
続
・
持
続
可

能
で
無
理
の
な
い
七
夕
ま
つ
り

を
開
催
し
て
い
こ
う
」
と
い
う

実
行
委
員
会
で
の
議
論
の
結

果
、
３
日
間
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
年
間
を
通

し
て
「
七
夕
ま
つ
り
」
と
い
う

観
光
資
源
を
使
い
、
平
塚
の
知

名
度
を
広
め
る
努
力
を
、
実
行

委
員
会
や
地
域
の
方
々
に
も

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　平塚市議会では視覚障がいのある
方に向けて、「点字版議会だより」と、
音声による「声の議会だより」を発
行しています。

問　議会局（☎21－8791）

ご 利 用
ください

点字版議会だより
声の議会だより

神奈川県最低賃金改定等についての意見書（抜粋）

　最低賃金制度は、賃金格差を是正するために必要不可欠な
社会的セーフティネットの一つである。従って、真にセーフ
ティネットとして有効に機能させるためには、地域別最低賃
金の改善、企業内最低賃金協定の締結拡大をすすめ、特定最
低賃金による事業の公正競争の確保、均等・均衡待遇が重要
な課題であると考える。
　２０１２ 年の神奈川県最低賃金の諮問・改定に関して、次の
事項について、特段の配慮をされるよう強く要望する。

１�　神奈川県最低賃金の諮問・改定を早期に行うこと。とり
わけ「同一価値労働同一賃金」の観点にたち、フルタイム
正規労働者の賃金水準への接近を基本に、その改定を図る
こと。また、特定最低賃金の改定については、大企業の組
織労働者の賃金水準への接近を基本に、その改定を図るこ
と。
２�　最低賃金の改定にあたっては、地方最低賃金審議会の自
主性を尊重すること。
３�　最低賃金論議については、生活保護との整合性が明確に
されたことから、早期に生活保護を下回らない「生活でき
る最低賃金」となるよう適切な対応を図るとともに、その
趣旨及び内容の周知徹底を強化すること。

　文部科学省が実施した「今後の学級編制及び教職員定数の
在り方に関する国民からの意見募集」では、約 ６割が「小中
高校の望ましい学級規模」として、２６ ～ ３０ 人を挙げている。
　子どもたちにゆたかな学びを保障するため、子どもたちが
全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育を受け
られることが憲法上の要請である。よって、政府におかれて
は、次の事項について配慮されるよう強く要望する。

１�　子ども、保護者のニーズに応じたきめ細かな教育を実現
し、ゆたかな教育環境を整備するため、少人数学級の実現
と学級規模の弾力化を推進すること。
２�　保護者負担軽減のため、教育予算を増額すること。また、
義務教育教科書無償制度を継続すること。
３�　義務教育制度は、教育の機会均等、水準確保、無償制を
根幹としている。それを支えるための義務教育費国庫負担
制度を堅持するとともに、国の負担を最低でも従前の ２分
の １まで拡充すること。

可
決
し
た
意
見
書

平
塚
市
議
会
で
は
、
６
月
定
例
会
に
お
い
て
次

の
2
つ
の
意
見
書
を
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

子どもたちにゆたかな学びを保障するために、少人
数学級の実現、教育予算の増額、義務教育費国庫負
担制度の堅持・拡充を求める意見書（抜粋）


